
 

第５２回 新型コロナウイルス感染症対策本部会議（要旨） 

 

日時：令和 3年 9月 29日（水）16：45～   

     場所：401会議室                         

【協議事項】 

防災監：これより、対策本部会議を開催する。全国的に明日を持って緊急事態宣言及びまん延防

止等重点措置が解除となる。しかし、愛知県については段階的に制限を解除していくとして、

10月 1日より県独自の厳重警戒宣言に移行する。期間については、10月 1日～10月 17日とな

っている。本日の対策本部会議では、厳重警戒措置の適用に伴い、市としてどのように対応し

ていくかを検討していく。まずは防災交通課より現状説明を。 

防災交通課長：愛知県の 7日間平均の新規陽性者数は、9月 27日時点で 199.9人とステージ 3に 

 あり、第 5波流行のピークを越え、減少傾向が顕著になってきている。県内では、新規陽性者   

 数が 8月 27日に、過去最大の 2346人を記録したが、それ以降、1か月後の 9月 28日には 139 

 人とかなり減少した。一方で、感染のリバウンドが起こることへの警戒感もあり、引き続き感 

 染対策の徹底が求められている。犬山市の状況だが、新規陽性者数は 9月に入り、目に見えて 

 減少した。9月 28日の新規陽性者数は 1人。最近では、0人という日も増えてきた。直近 1週 

 間の新規陽性者数は 9人で、10万人あたりの感染者数は、12.26人となっている。 

  続いて、県独自の厳重警戒宣言の措置内容になるが、期間は 10月 1日から 10月 17日までの 

 17日間となる。今回の措置は、緊急事態宣言の際の内容から、緩和された内容。まず、外出の 

 注意点では、不要不急の行動の自粛からの変更になり、混雑をしている場所や時間を避けて少 

 人数で行動することと、外出自粛の時間は午後 9時以降となり、１時間遅くなった。 

  飲食店等に対する営業時間短縮等の協力要請については、対象は飲食店や喫茶店、遊興施設 

 等。具体的には居酒屋やバー、カラオケボックスなどになるが、こちらについては午前 5時か 

 ら午後 9時までの営業時間短縮の要請となる。ただし、午後 9時まで営業できるのは、県の 

 感染防止対策の認証制度である「あいスタ認証店」のみ。その他の店については、午後 8時ま 

 でとなっている。酒類の提供については、あいスタ認証店が午前 11時から午後 8時まで、その 

 他の店については午後 7時半までとなっている。飲食店等以外の営業時間短縮等の働きかけで 

 は、集会場や市民会館などは、イベントの開催以外の場合は午後 9時までの時間短縮となって  

 いる。その他、運動施設、スーパー銭湯なども対象施設となっており、同じく午後 9時まで 

 の時間短縮となっている。また、イベントの開催制限については、10月 30日まで、大声なし 

 が、収容率 100％以内で 1万人まで、大声ありが収容率 50％以内で 1万人までとなっている。 

防災監：続けて、今の内容の上で犬山市の今後の対応についての説明を。 

防災交通課長：公共施設については、午後 9時以降に閉館する施設については午後 9時までに閉 

 館。利用の制限については利用に伴って感染防止対策の徹底はもちろん、カラオケ、合唱、コ 

 ーラスなど、大声の発生を伴う活動又はマスクの着用が困難な活動、飲食を伴う活動について  

 は収容率 50％で利用していただくという制限を設けたいと考えている。犬山城については通常 

 通り。学校、部活動についても通常通り。また、栗栖園地等のバーベキュー行為は引き続き禁 

 止とし、駐車場も閉鎖と考えている。 



防災監：案としては今の説明のとおり、県の飲食店以外の施設利用の制限内容に沿って、本市の

施設も対応していこうと考えている。まん延防止と同様に、午後 9 時閉館とする。ただし、大

声を発する活動やマスクが着用できない活動、飲食を伴う活動については、収容率 50％として

制限をかけていく。 

バーベキューについては、利用者の人数管理が難しいため、現状の対応を継続し、使用禁止

とする。扶桑町も同様の対応をとっている。 

犬山城については、大声を発する可能性の低い施設であるため、施設の感染防止対策を徹底

した上で、開城していく。部活動についても前回協議したとおり、強制ではなく、あくまで希

望者限定で活動を行うこととする。 

  市の対応としては以上で考えているが、これについて何か意見はあるか。 

消防長：屋外運動施設はどうか。 

防災監：制限をかけない。 

各部長：（担当課案に同意） 

都市整備部次長：バーベキューの利用は屋外なのでいいのではないか。 

防災監：小牧市や春日井市の施設については、利用人数が管理できるため、制限をかけることが

可能だが、本市の栗栖園地等については、フリーに入れるため利用者の管理が難しい。 

教育長：基本的に問題ない。近隣が閉じていて、犬山市が開いていると、近隣から利用者が流れ 

 てくる可能性があるため、足並みを揃えていくという形で閉鎖について問題ないと思う。 

各部長：意見なし。 

防災監：ではこの形で対応していくが、解除までの期間が短いため、間に合うように準備を進め 

 ること。今回、施設の予約方法が施設ごとに異なるので、防災交通課にてとりまとめ、市ＨＰ 

 にて情報を掲載する。各施設所管課は市民からの問い合わせに適切に対応していただくようお 

 願いしたい。では、本日はこれで会議を終了する。 

 


